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☆審査経過並びに結果 

Ｈ24.５.30（委員会） 

 

広委員長開会宣言及び会議成立宣言。委員会記録の署名委員に辻委員、品川

委員を指名し直ちに会議に入った。 

継続調査となっている「伊勢市駅前周辺整備に関する事項」「宇治浦田交通

広場及びその周辺の交通対策の諸問題に関する事項」を順次議題とし、当局か

らの説明の後、参考人を招致して、若干の質疑ののち閉会した。 

なお、概要は次のとおりです。 

 

開会  午前 10 時 00 分 

 

◎広委員長 

 おはようございます。早朝より御参集ありがとうございます。 

 それでは、ただいまから産業建設委員会を開会いたします。 

 本日の出席者は全員でありますので、会議は成立をしております。 

 それでは、会議に入ります。 

 会議録署名者２名を委員長において指名したいと思いますが、御異議ござい

ませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

◎広委員長 

 異議なしと認めます。 

 それでは、辻委員、品川委員の御両名にお願いいたします。 

 本日の案件は継続調査となっております、「伊勢市駅周辺整備に関する事項」

でございます。 

 議事の進め方につきましては、委員長に御一任願いたいと思いますが、御異

議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

◎広委員長 

 異議なしと認めます。 

 そのように取り計らいをさせていただきます。 

 

 

【伊勢市駅周辺整備に関する事項】 

 

◎広委員長 

 それでは、「伊勢市駅周辺整備に関する事項」を議題といたします。 
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 当局から現状の報告を求めます。 

  

●森田都市計画課長 

伊勢市駅前プロジェクトの進捗状況等につきまして、御報告申し上げます。 

ジャスコ跡の伊勢市駅前プロジェクトにつきましては、事業者から平成 24 年

３月に基礎解体工事に着手する予定であると聞いておりましたが、進捗に遅れ

が生じておりますことから、前回４月 26 日に開催されました委員会におきまし

ても、進捗について御心配をいただいたところでございます。市といたしまし

ても同じ思いであります。 

本日は、伊勢市駅前プロジェクトの現状と課題、事業者の事業実施計画案、

市の対応方針案、事業のスケジュール案など、事業実施に向けた取り組みにつ

いて、御説明申し上げます。 

それでは、お手元の資料の１ページを御覧ください。 

はじめに、伊勢市駅前プロジェクトの事業計画であります。 

Ａ敷地及びＣ敷地の施設建築物の整備イメージでございます。施設につきま

しては、平成 23 年 11 月 16 日の産業建設委員会で御報告させていただきました

とおり、Ａ敷地には、５階建てホテル及び、日本建築にこだわった商業棟、Ｃ

敷地には商業棟と駐車場棟を建設するとしております。 

この計画におきます概算事業費は約 19 億 2,000 万円と聞いております。 

次に２ページを御覧ください。 

現状と課題でございます。事業主体である株式会社伊勢敬からは、事業着手

に向け、事業計画の精査を行ない、関係者との協議を進め、事業実施計画を検

討していると伺っております。 

次に２の事業者の事業実施計画（案）について御説明申し上げます。 

「（１）事業者の事業実施計画の作成方針（案）」と「（２）の施設建築物の

整備イメージ及び概算事業費」を御覧ください。 

Ａ敷地のホテル・商業棟、Ｃ敷地の商業棟の規模は事業計画のとおりといた

しておりますが、Ｃ敷地の駐車場は立体から平面にして整備するものとし、駐

車台数は 270 台から 55 台に変更するとともに、当分の間、図にありますＢ敷地

を駐車スペース 22 台として活用するとしています。 

事業費につきましては、コスト縮減に努めるとしています。 

Ｃ敷地のイメージが左下の図でございます。その右は、Ｂ敷地の現状でござ

います。これら事業実施計画の概算総事業費は、約 15 億 8,000 万円になると聞

いております。 

次に３ページを御覧ください。 

３の市の対応方針(案)について、御説明いたします。 

まず、「（１）市の考え方」でございます。 

伊勢市駅前開発は、平成８年 10 月のジャスコ撤退、平成 13 年５月の三交百

貨店・ジョイシティ閉店以来、長年の政策課題であり、都市機能の更新を誘導

する効果的な施策が必要であると考えているところでございます。そのことを

踏まえまして、市として御提案させていただく対応方針（案）は次のとおりで
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ございます。（２）を御覧ください。今回の事業者の事業実施計画(案)にした

がいまして、市の補助金の試算を行いますと、補助金は 6,806 万円の減額とな

ります。 

しかしながら、事業主体から関係機関との協議の状況をお聞きしますと、補

助金が減額となれば事業収支計画が大変厳しいものになることが想定されると

ころであります。市といたしましては、伊勢市駅前は長年の政策課題であり、

伊勢市駅前プロジェクトを成就させ、空洞化している都市機能の更新に努めた

いと考えているところであります。 

国におきまして、事業の進捗が遅れている市街地再開発事業等に対し、緊急

的に支援する「都市・地域再生緊急促進事業」という制度があり、事業者が負

担する部分に対し 11.5％を限度額として緊急的に上乗せ補助することで事業の

促進を図り、中心市街地の活性化を目的とするものであります。市といたしま

しては、伊勢市駅前プロジェクトの促進を図るため、今回、この制度に準じた

支援制度を市単独で創設し、市議会６月定例会に補正予算書の提出をさせてい

ただきたいと考えているところでございます。 

補正予算の内容につきましては、平成 24 年度当初予算で計上している通常分

の補助金、２億 2,806 万円は１億 6,000 万円に減額補正し、新たに緊急的措置

として、「都市・地域再生緊急促進事業」を創設のうえ、既決予算額を上回ら

ない範囲で 6,800 万円を追加補正したいと考えています。 

なお、補助金につきましては工事完成後の交付といたしたく、事業完成が平

成 25年度になることから同時に繰越を行う補正予算書の提出を行いたいと考え

ているところでございます。 

補助金交付決定につきましては、事業者から交付申請がなされましたならば、

６月にも解体工事が着手できるよう通知いたしたいと考えております。 

最後に、「（４）事業のスケジュール（案）」でございます。 

最新の情報といたしまして、株式会社伊勢敬からホテル棟の建築確認申請書

を５月 23 日に民間指定確認検査機関に提出したと報告を受けております。Ａ敷

地基礎解体工事につきましては、平成 24年６月に着手したいと伺っております。

市としましては、６月市議会定例会に補正予算の提出をしたいと考えています。 

続きまして、株式会社伊勢敬としましては、平成 24 年８月に本体建築工事に

着手、平成 25 年５月には本体建築工事完成、平成 25 年７月には、ホテル、商

業施設、駐車場オープンを予定しているところでございます。 

以上、伊勢市駅前プロジェクトの進捗状況等につきまして、御報告申し上げ

ました。 

なお、本日、事業者であります株式会社伊勢敬とカトープレジャーグループ

にお越しいただいております。出席につきましては、委員会での決定が必要に

なると伺っております。 

何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 

◎広委員長 

 ありがとうございます。 
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暫時休憩いたします。 

 

休憩   午前 10 時 08 分 

再開   午前 10 時 11 分 

 

◎広委員長 

 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

 伊勢市駅周辺地区再開発における補助金交付に関連して、伊勢市街地再開発

に取り組んでおられます、株式会社伊勢敬、カトープレジャーグループ、株式

会社長工の方に伊勢市議会委員会条例第 29 条第１項の規定に基づき、本日の当

委員会に参考人として出席を求めたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

◎広委員長 

 御異議なしと認めます。 

 そのように決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。 

 

（休憩 午前 10 時 12 分） 

（再開 午前 10 時 17 分） 

 

◎広委員長 

 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 本日は、参考人といたしまして、株式会社伊勢敬代表取締役 藤田昭雄様、

カトープレジャーグループ 株式会社加藤総合開発研究所代表取締役 加藤誠

三朗様、株式会社長工プロジェクトマネージャー 太田善子様に御出席をいた

だきました。 

 本日は、誠にお忙しいところ、ありがとうございます。当産業建設委員会へ

出席いただきまして、代表いたしまして、一言お礼申し上げます。ありがとう

ございます。 

 それでは、参考人の発言をお願いいたします。 

 

●藤田昭雄株式会社伊勢敬代表取締役 

 今までいろいろとかかりまして、方針を疑われることもございましたけれど

も、ようやく資金計画のめどが立ちましたものですから、本当に本日をもって、

改めてお願いにまいりました。よろしくお願いいたします。 

 内容については、カトープレジャーに運営委託しておりますものですから、

ちょっと御説明させてもらいます。 

 

◎広委員長 
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 それではカトープレジャーの太田さん。 

 

●太田善子株式会社長工プロジェクトマネージャー  

 計画のほうは以前お話させていただいたとおりとなります。 

 運営の計画につきましては、前回の出席させていただきましたものから、変

わりはございません。伊勢敬のほうで建物を建設いたしまして、全体的なホテ

ルと商業店舗をカトープレジャーグループ様のほうで運営していただくという

方式になります。 

 簡単ですが、よろしいですか。あとすみません。 

 

◎広委員長 

 加藤さんどうぞ。 

 

●加藤誠三朗カトープレジャーグループ株式会社加藤総合開発研究所代表取締

役  

 今日はどうもありがとうございます。 

 まず、一番冒頭、先だっての委員会のときも御説明を差し上げましたとおり、

旅館というものが中心になってまいります。 

 伊勢敬様から運営委託されまして運営させていただくということで、45 室の

客室数で計画をしております。それから、およそ 400 坪余りの敷地の所に物販

商業ゾーンということで、特に、これから、外宮の参道を活性化できる少し一

翼になれればと考えておりまして、400 坪の敷地と申しますと、商業物販ゾーン

ではわりかた面積も多いほうだと思っておりますので、ここをいろいろ御指導

もいただきながら、伊勢にふさわしい商業物販ゾーンというふうにさせていた

だきたいということで計画をしております。 

 以上です。 

 

◎広委員長 

 ありがとうございます。 

 ただいまの説明に対しまして御質問等ございましたら。 

 世古口委員。 

 

○世古口委員 

 非常にこの事業が、いろいろ今までの経過の中におきまして遅れているとい

うことで、非常に私たちも心配しておりますし、伊勢市民としても非常に注目

している部分があるかと思います。 

 そうした中で、今日はこのようにお越しになって、資金のめどが立ったとい

うことで、伊勢敬の社長からお話をお聞きしまして、やれやれだなというのが

正直な気持ち、そうです。 

 しかし、今まで、私も、過去の職場の実態と申しますか、ＪＲの関係で、県

外で会合とかそんなことがありまして、いろんな方と会う機会があるわけでご
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ざいますが、非常に伊勢の駅前については、15 年ぐらい前から今みたいな状態

で、今、地方都市は伊勢に限らず、どこでも同じような状態であるということ

は認識しておりますが、特に、観光地の伊勢の駅前が今みたいな状態で、伊勢

に来ても非常にさみしいなという気持ちの話がよく聞かれます。そうした中で、

私たちといたしましても、そういったことについて、やはり何とかならないの

かなということで、行政に対しましても、いろいろ働きかけと申しますか、意

見具申とかいろんなそういったこともしてきたわけでございます。 

 今回、このようなお話が出てきまして、初めの計画から２段、３段というこ

とで、３回ぐらい変更がありますが、非常に期待しております。 

 こういったことに対しまして、行政に対しましても、前向きに、来年の遷宮

に向けて、そういった事業を推進するように強く、私も要望しているところで

ございます。 

 このチャンスを逃しますと、なかなか今後の見通しが立たないと考えており

ますので、伊勢敬さん、あるいはまた、カトーグループさんにつきましても、

伊勢の駅前をしっかりしていくんだと性根を入れて、この事業に取り組んでい

ただきたいな、この気持ちを披露しておきたいと思います。 

 

◎広委員長 

 他にございませんか。 

 小山委員。 

 

○小山委員 

 少しお聞かせください。 

 昨年の 12 月に計画の発表ございましてから、随分時間も経過しておるわけで

ございますけれども、そのときに伊勢敬さんで建物を建てられまして、カトー

さんのほうでそれを一括で借りて、ホテルも店舗も直営でされるということで

ございますので、テナントが集まらないからちょっと遅れているとかそんなこ

とはないと思ったのですけれども、しっかりした事業計画を立てていたのに、

何がネックになっていて遅れたのか、もしその辺、差し障りのないところでお

聞かせ願いたいと思うのですが。 

 

◎広委員長 

 参考人。 

 

●藤田昭雄株式会社伊勢敬代表取締役 

 当初、国交省の管轄のある民都のほうからうちのほうに話がありまして、そ

のときは自由民主党の政権のときでございまして、私どもはちょっと荷が重い

から、東京の大手と組ませていただきますよという話をさせていただいたとこ

ろ、そのときの民都が、いや、単独で地元の方がやってほしいのだと。まあ、

具体的にいうと 16 億ぐらいうちが出資しますよという話から始まりまして、こ

れ４年間かかったわけなんです。 
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 その間に政権も変わりまして、話がころころ変わりまして、うちももうはま

っちゃったみたいな話になって、経費はかかってくわ、それが第１段階の計画

でした。 

 第２段階の計画のときは、ビジネスホテルに変わりまして、労働省のハロー

ワークさんが入りたいということで計画しました。結局、労働省も予算の関係

で、政局もこんな時代ですもので、延ばされて、難しいですよということにな

っちゃったわけです。そうすると、オフィス棟の計画をしていましたものです

から、伊勢市においては、私どもも四日市駅前でオフィスをやっておるんです

けれども、伊勢市ではオフィス棟の需要というのはほとんど皆無なんですね。

労働省のハローワークが入らないことにはどうしようもなくなっちゃいまして、

何とかしないといけない、時間も迫っておるということで、行政さんにいろい

ろ相談しまして、やれる範囲の規模でよろしいですかということで、今回に至

ったわけです。 

 今回、民都さん完全に切れたわけではないんですが、非常に難しい中で、今、

政局がそれどころではないものですから、うちの手でやれる範囲でやりましょ

うということで。 

昨日、おとといも政府系の融資も決定いたしました。それで三重銀行も協力

することが決定しました。あとは、四日市の会社からちょっと出資も出させて

もらうんですが、なかなか御存じのように収支が大変なものですから、今回、

えらい御無理をお願いしておるんですけれども、ひとつそこら辺、また明朗に

いたしますから、助けていただきますよう、ランニングということがございま

して、経営があんまり楽ではないものですから、本当に今回お願いにあがった

次第でございます。 

 

◎広委員長 

 小山委員。 

 

○小山委員 

 先週、５月 23 日に確認申請が出されたということで、私どもも一安心したと

ころですが、ちょっとここでお聞きしたいのですが、建築確認が出たのですが、

実施設計はもう完了したのかどうか。よくあるのが、建築確認を出して、確認

がおりるまでの間に実施設計を終了させるというやり方と、実施設計も全部で

きておって確認がおりるまでの間に業者に見積もりを出して、その間に業者を

決めてと、いろんなやり方あると思うのですが、もう実施設計を終えられてい

るのかどうか。ちょっとそこら辺の確認。 

 

●藤田昭雄株式会社伊勢敬代表取締役 

 ほぼ終わっております。それで、予算も、普通は建築確認の図面をもって積

算に入るのですが、そんなことをしておってはとても間に合いませんので、非

常に厳しい予算の中で協力していただかないかんもんですから、数が限られて

いるわけですね。非常にもう予算が厳しいわけです。建物のわりに。そこで今、
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名前はちょっとあれですけれども、全国業者の中で、協力してあげるよという

ところが出てこられまして大体内定は済んでおります。 

 

◎広委員長 

 小山委員。 

 

○小山委員 

 わかりました。 

 設計は、カトープレジャーグループさんの中の設計事務所さんということで

すけれども、その施工ですね、大手のスーパーゼネコンに一括で発注されるの

か、地元業者にもチャンスがあるのか、その辺ちょっとお聞かせ願いたいので

すが。 

 

●藤田昭雄株式会社伊勢敬代表取締役 

 恐らく地元業者さんではようしないと思います、金額的に。地元業者にもも

うだいぶ打診したんですけれども、非常に価格の開きがございまして、なかな

か特殊な建物ですので、ちょっと難しいでしょうね。 

 実際、三重県の業者にも出したことがあるんですけれども、とてもやないけ

ど堪忍してくださいというような返答がきたような次第でございます。 

 

◎広委員長 

 小山委員。 

 

○小山委員 

 予算があることですので、難しいかと思うんですけれども、伊勢市としても

助成金も出していることですしね、できることなら、地元業者にもチャンスを

与えていただきたいなと、希望だけ言わせていただきます。 

 

◎広委員長 

 他に御質問はございませんか。 

 よろしいですか。 

 山本委員。 

 

○山本委員 

 今、我々伊勢市民として、やっとここまで来たかなということで、もう本当

に感激して、ありがたいなという思いがあるんですが、今、話を聞いておりま

すと、金銭的にも地元業者はなかなかよう入らんやろう、というようなことで

すわね。 

 

●藤田昭雄株式会社伊勢敬代表取締役 

 見積もりはしていただいて結構ですけれども恐らく大変やと思います。ある
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程度、打診はした会社もあるんですけれども、大きな開きがございまして。 

 

◎広委員長 

 山本委員。 

 

○山本委員 

 そうなってまいりますと、これ、当初の 19 億で債務負担行為が２億２，３千

万、こんな話をしてましたわね。今度、お宅が 15 億の予算でやっていくと、そ

うすると債務負担が１億 5,000 万ぐらいで、市が７千万ぐらい特別に、事業が

負担する部分に対して、11.5％の追加補助をするんですよね、これ。それで、

天場を揃えていくということですわ。 

そうなると、市の市単で、今、カトーさんと伊勢敬さんが来られる前に確認

をしたんですが、すべて税金を投入していくんですわ、市単で。そうなります

と、市が、市民からの税金を投入して、恐らく市民の人らが難しいということ

になりますと、カトーさんだけが、してもらうのはありがたいのですが、こっ

ちは何にも潤いませんわな。その辺のことはどうなんです？ 

 

●藤田昭雄株式会社伊勢敬代表取締役 

前回も説明させていただきましたように、うちのところも商工のほうで地元

の方にリーシングしておりまして、当然、カトープレジャーに運営委託はして

おりますけれども、許されるかぎり地元を優先してくださいよという要望は出

してございます。ですから、シートのほうもございまして、運営委託はするん

ですけれども、地元のリーシングしておった関係もございますし、それはまあ、

とんでもない開きがあれば、正直に言って運営が難しいですから別ですけれど

も、優先順位は地元からしてくださいという要望は出してあります。当然、そ

れはもうそのように考えております。 

 

◎広委員長 

 業者につきましては、今まだ 100％決まったわけではなくって、今、地元さん

にもまた意見を聞いて、もし、料金が合うのであれば、それは地元の方にもお

願いすることもあるということですね。 

 

●藤田昭雄株式会社伊勢敬代表取締役 

 はい。 

 

◎広委員長 

 100％決まったわけではないということで、山本委員、ちょっと。 

 

○山本委員 

 それで、伊勢敬さんは建物を建ててカトーさんに貸すとこういうことなんで、

運営をカトーさんがしてくんで、伊勢敬さんの考え方よりもカトーさんの考え
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が大事だと思うんですよ。カトーさんが合わせていくことが大事だと思うんで

すよね。そうすると、７千万も、８千万も、２億も出しながら、いや初めから

難しいんやということよりも、やっぱり今まで商工会議所等々も、お宅らずっ

と説明をされて商工部会とはかなり話を詰めておったと思うんですよね。募集

もかけておったし。そこら辺の伊勢市民に対しての思いというのか、それはあ

なたのとこが連れてくる全国的な業者が、仮に坪 1,000 円としても、伊勢の業

者やったら 800 円にまけますわとか、700 円にしますとか、話ができるのかな。

カトーさん、どうですか。 

 

●加藤誠三朗株式会社加藤総合開発研究所代表取締役 

 テナントに関すること。 

 

○山本委員 

 テナント、テナント。 

 

●加藤誠三朗株式会社加藤総合開発研究所代表取締役 

 長工さんからも御指導をいただいておりまして、今十数社御要望があって、

公募という形をとるかどうかは未定でございますが、いろいろと市民の方の声

もお伺いしながら、伊勢の業者さんも優先的に考えております。 

 

◎広委員長 

 山本委員。 

 

○山本委員 

 いや、優先的はいいんやけれども、その最終的にはお金になると思うんです

よ。そこのところ、サービスしてもらえるのかなということやな。一番、大事

なのは。 

 

●加藤誠三朗株式会社加藤総合開発研究所代表取締役 

 このごろのテナントのリーシングというのは固定家賃ばかりではなく、売り

上げ歩合性だとか、いわゆる先様の出ていただきやすいような、特に優秀な店

舗については、そのような傾向が見られると思います。我々もそういうリーシ

ングの通常の鉄則にしたがってやってまいりたいと考えております。 

 

◎広委員長 

 山本委員。 

 

○山本委員 

 そうなりますと、Ｃの敷地がありますわね、駐車場の前の、前のデンスケの

跡ですわね、今、これ見ていますと、３店舗かな、この３店舗は優先的に伊勢

市の業者でも構いませんよということになるのかな、どうやな、そこら辺。 



11  

 

●加藤誠三朗カトープレジャーグループ株式会社加藤総合開発研究所代表取締

役 

 これはビジネスでございますので、そのあたりのところが、もし条件が合え

ばということでございます。 

 

◎広委員長 

 今後のことですので。 

 

○山本委員 

 いやいや、大事やもんで話しておるんや。 

 

◎広委員長 

 今後のことですので、そこら辺、よく考えて。 

 

○山本委員 

 そうなると、結局よそが来てくれたらこれだけやけれども、伊勢の商業主や

ったらこんだけにしますよという差のサービスはしたってもらえるんかな。そ

こら辺は、どうですか。 

 

●加藤誠三朗株式会社加藤総合開発研究所代表取締役 

 それは考えておりません。 

 

○山本委員 

 考えておらんの。 

 

●加藤誠三朗カトープレジャーグループ株式会社加藤総合開発研究所代表取締

役 

 はい、今のところですね。もちろん、観光のお客様というのはここに来るわ

けですから、やっぱり、全然違うところの業者さんが入っているよりも、やっ

ぱり伊勢の名物だとかいったものが売られていたり、出店されていたりするほ

うが、恐らくいいと我々も考えております。 

 ですから、そのあたりのところを審議させていただいて、決定していきたい

と考えております。 

 

◎広委員長 

 山本委員。 

 

○山本委員 

 何かがないと、伊勢は税金投入ばっかりして、もってかれるとこは、お宅ら

が仮に連れてくる全国ネットのチェーン店ばっかりになっていっても、これま
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た、何をしておるんやと議会も怒られるし、我々も市民からいったい何をして

おるんだと、こういうことなので初めから話をさせてもらっておるわけですわ、

そこのところはな。 

 結局、普通にいったらいいけれども、７千万や８千万の追加補助をしていく

わけやで。そうですやろう。追加補助をしていかないかんわけやで。その部分、

市民の税金の市単でやっていかなならんもんで、僕はこんなけ話をするわけや。 

 そうすると、我々も市民に、できてよかったな、挙句の果ては、全部儲けは

カトーさんにみなもっていかれて、伊勢の市民は指をくわえておるんやという

ことでは、おまえら、いったい、何をしとるんやということになりますもんで

な。そうやもんで、冒頭から厳しい話をさせてもらっておるんや。そこのとこ

ろをよく踏んでもらわんと、いかんと思いますよ。 

 

◎広委員長 

 他に、御発言はございませんか。 

 辻委員。 

 

○辻委員 

 Ｃ敷地の立駐が平面に変わってしまったというので、少し残念な思いをして

おります。駐車場があるということは、伊勢市駅前にとっては大事なことだと

思っておりまして、今回の場合は、資金の問題もいろいろありますから仕方が

ないかと思いますが、今後先々のことですが、立駐化とかそういった考え方と

いうのはお持ちなんでしょうか。 

 

●藤田昭雄株式会社伊勢敬代表取締役 

 当然、状況を見て、それで駐車場利用者が非常に多いということであれば、

第２段階として、考える余地は十分あると思います。今回はもうこれを初めか

ら入れますと、とてもやないけれども工期が間に合わないことになるものです

から、ちょっと縮小してもうゴーをかけることになったのですけれども、でき

るかぎりは、本当は当初のようにやる意思は十分にあったのですけれども、気

持ちだけではやれませんものですから、正直な話、融資のほうはそこまでちょ

っとやっておると、来年の遷宮に間に合いませんもんで、ゴーをかけたんです。

将来については、全然ないとかそんなことはありません。 

 

◎広委員長 

 辻委員。 

 

○辻委員 

 わかりました。先々、いつかわかりませんが、可能性もあるということ、汲

みさせていただいたということと、当然、伊勢敬さんとカトープレジャーさん

との関係も含めて、中にあんまり踏み込んでいいのかどうかわかりませんけれ

ども、契約等のことを考えますと、どこまでの期間、最低これだけの期間、契
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約を結んでいるんだというふうな形のものが、遷宮とかいろんな話が出ました。

遷宮は 20 年に一遍ということがありますので、そのことを踏まえて契約が結ば

れているのかどうかだけ、確認をしたいのですが。 

 

●藤田昭雄株式会社伊勢敬代表取締役 

 契約期間ですか。 

 

○辻委員 

 はい。 

 

●藤田昭雄株式会社伊勢敬代表取締役 

 契約期間は、私どもは正直言いまして、あんまり収支が良くないわけです、

今のところですね。ですから、非常に、外宮の前の門前町が活発化すれば、付

加価値が上がることを想定してですね、私は、本当は途中で値上げしないと危

ないものですから、あんまり長いのもどうかなということもございましたけれ

ども、金融機関からこういうことにしてくれないかということで、一応 20 年に

はさせてもらっております。 

 

◎広委員長 

 よろしいですか。他の人。 

 他に御質問はございませんか。 

 よろしいでしょうか。 

 

◎広委員長 

 他に御質問もないようですので、質問の時間を終わります。 

 この際、委員会を代表させていただきまして、一言お礼申し上げさせていた

だきます。 

 本日は、参考人の皆様、御出席いただきありがとうございました。 

 

●藤田昭雄株式会社伊勢敬代表取締役 

 どうもありがとうございました。 

 

◎広委員長 

 この事業につきましては、また、御尽力いただきますよう、よろしくお願い

いたします。 

 

●藤田昭雄株式会社伊勢敬代表取締役 

 ありがとうございます。 

 一生懸命やります。 

 

◎広委員長 
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 それでは、御退席のほう、どうぞお願いいたします。 

 どうも本日は、本当にありがとうございました。 

 

〔参考人退席〕 

 

◎広委員長 

 暫時休憩します。 

 

休憩   午前 10 時 38 分 

再開   午前 10 時 40 分 

 

◎広委員長 

 休憩を解き、会議を再開いたします 

 次に、議員間の自由討議を行いたいと思います。 

 何か、御発言がありましたら、どうぞ。 

 山本委員。 

 

○山本委員 

 いろいろ話を聞いて、本当にありがたいなと思うのと同時に、やっとほんま

もんということがわかってきたわけやな。 

で、その中で、今までせんでいいことをするわけや。せんでいいということ

をするということは、11.5％の追加補助していかなならんと、こういうことや

わな。それで、向こうが資金繰りが良かったら、何にもせんでいいわけや。こ

れができていくんやったら。ところが、７，８千万足らんということなんやろ

うな、これ。５階建てが１階になったわけやで。で、冒頭、伊勢敬の藤田社長

も言っていたようにお願いに来たんやとこういうことなんで、これはまあまあ

いたしかたがないのかなという気がするんやわ。 

 しかし、伊勢のいわゆる事業者が、金が合わんで全然話にならんというので

あれば、またいかがなもんかと思うんやわ。そうやで、恐らく委員会でどうし

ていくか決めやないかんやろう、これ。そうするときに、追加融資も仕方がな

いという中で、やっぱり附帯意見か何かを付けて、いわゆる会議所か商工業者、

今まで、あの人たち何回も会議所で話しとるでな。今、募集して十何社来てお

るということと、やっぱり慎重に話をして意見も十二分に聞いてしてもらわん

と、合わんでいかんなということが冒頭から出てきておったら、これ、いかが

なものかなと思うよ。 

そうやで、そこのところを委員会で、一遍、皆、話をして、すんなりいいや

んかんという話にはならんと思うんさな。いいんやけれども、附帯意見を付け

て、いわゆる商工業者とは慎重に、そのメリットというのかな、７千万も８千

万も出していくんやで、その分の還元ぐらいしたってえなぐらいのことは言う

ておかないかんやろう。 
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◎広委員長 

 当初予算の金額の２億 2,800 万という金額は変わってない。 

 

○山本委員 

 変わってない。 

 

◎広委員長 

 だから、向こうが建設費下がったにもかかわらず、伊勢としては市単で持ち

出すお金というのは２億 2,800 万で変わらず。 

 

○山本委員 

 変わらずや。 

 ということは、15 億やったら、それが下がるわけや。１億 5,000 万ぐらいに

下がるわけや。そうやで、７，８千万余分に出すわけやんか、余分に。それは、

７，８千万のことを、当局が追加的に補助をする都市・地域再生緊急促進事業

にあてはめて、緊急に出すわけやんか。そうやで、その分を市単で出していく

んやで、何とか伊勢にメリットがあるようにしてもらわんと、ちょっと調子悪

いと思うよ。 

 

◎広委員長 

 今の御意見につきまして、何か御意見とかございませんか。 

 どうですか、品川委員。 

 

○品川幸久委員 

 さっきの話が、僕は山本委員の話が合わんなと思っておったのは、小山委員

はここを建てる建設業者の話をされたんやな。建設業者としては、大手ゼネコ

ンが来るんかとか、地元の業者としては、多分、お金の釣り合いがとれんとい

う話をしたときに、山本委員がテナントの話になってしまったもんで、ちょっ

と話が合わんなと思っておったのですけれども、業者的には、一応伊勢市の十

何社手をあげておられるところを、まず優先にするというんで、細かい契約の

中身までは、当然、向こうも商売なんで、じゃ、外から来ているところは月い

くらで、地元の人間はいくらやというところまでは、私らが関知できることと

は違うと思うんで。ただ、気持ちとしてはそういうふうなこともあってほしい

ということだけは、山本委員が伝えたんやで、これはこれでいいと思います。 

 

◎広委員長 

 これが最終的ではないんやで。山本委員は、何らかの地元のメリット、地元

も一緒にコラボレーションしてやっていけるようにならんと、まったく他人さ

んが来てというのはいかがなものかということですね。 

 

○山本委員 
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 そうそう。 

 

◎広委員長 

 工村さん、どうですか。 

 

○工村委員 

 もちろん、それは思います。 

 ただ、できたら地元業者、優先に。ということは、一応行政から、もっとプ

ッシュしていただいて、何とかこれを話の中に入れてもらうことが非常に大事

だと思います。 

 それと、私も気にしておったのですけれども、これ、固定資産税は、今後、

どのような形になるのでしょうか。 

 １年目から、固定資産税、優遇措置はなかったですか。 

 

◎広委員長 

 参事。 

 

●谷口都市整備部参事 

 昨年３月の産業建設協議会におきまして、説明させていただいたところでご

ざいますが、固定資産税につきましては、土地、建物、償却資産、この３つが

あります。それもそれぞれという形になりまして、そこで奨励金制度の話を、

３月にさせていただきました。今後、奨励金条例をお願いしたいというような

ことがございまして、企業誘致と同じように、一端固定資産税を納めていただ

きまして、５年間はお返しをするというような制度をつくってまいりたいと考

えているところでございます。 

 

○工村委員 

 ありがとうございます。 

 そうすると、20 年間契約で、５年間は据え置きであとの 15 年間が固定資産税

をいただくという形になると思いますので、ある程度、企業誘致と一緒で伊勢

の地域にお金がおりるというふうなことをちょっと確認だけさせていただきま

したので。それだけは、いいなと思っております。 

 ただ、私も伊勢の地でできたら地産地消もありますので、伊勢の業者を、伊

勢の品物をある程度言っていただきたいという気持ちもありますので、その辺

だけは業者との交渉をお願いしたいと思います。 

 

◎広委員長 

 確かに強制はできませんけれども、地元優遇の何らかの措置があればありが

たいということだと思うのですが、山根委員、どうですか。 

 

○山根委員 
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 市単独で 6,800 万の追加補正をしたいということについては、もう少し考え

やないかんのかなと個人的には思っております。 

 今、固定資産税の減免措置の５年間据え置きというのについても、駅前が活

性化した中で、地域活性化の駅前のところで、範囲が整理されておるところで、

何か不公平感が個人的にはすごく感じるものがありますので、それについて、

自由討議ということでございますが、私はちょっと考えるとこあるのかなとい

う考えをもっております。以上でございます。 

 

◎広委員長 

 副委員長。 

 

○岡田副委員長 

 私も、今、聞かせていただきまして、確かに伊勢の業者さん、メインに置く

のは、逆に当たり前だと思うんですわ。ただ、経営内容のことに関しては、一

民間企業のことですので、収支計画もあると思いますので、その金額等々に私

どもが口を出すのは、ちょっと問題があるのかなと、品川委員と同じような意

見をもっておりますので、基本的にはできるかぎり問題がなければ伊勢の業者

を優先してくださいという、その程度の話はさせてもらわないといけないかな

と思っております。以上です。 

 

◎広委員長 

 他に御発言。 

辻委員。 

 

○辻委員 

 小山委員からの話もあったように、建設に関しての業者とかその辺のことが

伊勢の方では無理やというふうな話が出てきたような、ちょっと不満がありま

したけれども、本来ならばそこで、下請けに入っている方が、伊勢の業者やっ

たらどないするんやという話になりますので、そこのところ含めると、あんま

りそういった方ではなくって、入札をちゃんとやっていただきたいといいうふ

うな形も、当委員会で言っていく必要があるのではないかなというふうにも思

いますし、そして、先ほどのテナントの話に関しましては、テナントに関して

は、気持ちはよくわかるんですが、伊勢の方に優遇したってくれというのはよ

くわかるんですけど、事業者から考えたら、なかなか難しい話だとだろうと思

うんですね。平米あたりの単価、他の方には高くもらう、伊勢の方には安くも

らうという形になりますので、ようするに平均してどうなるかということを考

えたら、今まで予定しておった価格よりも、よそのところから来るところはも

う少し上げてという話になりますので、そういうことにはなかなかなりにくい

であろうと思っておりますので、その辺は反対に言うと、商工の関係から、市

からのサポートができるものがあれば、そういった形でもっていくような形に

していくのが、本来ではないかなというふうには、個人事業者に対しまして、
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差を付けろというのはなかなか難しい話だと僕は思っておりますので、そこの

ところ、反対の側から援助していくという形をとったほうが、まだ、話をしや

すいのかなというふうに私は思っております。 

 

◎広委員長 

 ありがとうございます。他に御発言は。 

 小山委員。 

 

○小山委員 

 この機会を逃したら、もうジャスコ跡地、あのままずっと次の遷宮までいっ

てしまうのではないかという気もしますもんで、何とか成功していただきたい

と思います。 

そのためには、業者も採算の合わないことにはなかなかのってくれないと思

いますので、伊勢市としてもできるかぎりの、今、援助しようとしているわけ

ですけれども、ただ、業者にしたって、大手がとったって、下請け、孫受け、

ひ孫受けになってくると、地元の業者になってくるのかなと思いもありますの

で、最初からもう地元は無理ですよと言われてしまうと、ちょっと待ってよと

言いたい、私も関係者の一人としては、一言言いたいなという気はあります。 

テナントさんにしても、商業ベースの非常に難しい問題があると思うのです

けれども、その辺はまた何か伊勢市のほうでも、もうちょっと考えたらいいの

かなと思いますけれども、とにかくこの事業、上手くいってほしい、ただそれ

だけです。 

 

◎広委員長 

 山本委員。 

 

○山本委員 

 やっぱり、みんな思いは一緒やと思う。山根委員ともほぼ似とるんや。 

 ということは、人質をとられて、これがいかんようになったら、もういかん

ようになるは、現実には。そうするとしてほしいなという気がすごくあるんや、

ものすごくある。 

しかし、これだけで、6,800 万か７千万近い金、また、投入していくわけや。

それはいいんやんな。それにはそれなりのメリットが伊勢市にないと、やっぱ

りいかんと思うんやわ、それだけのメリットがないと。そうすると、もうもし

これがこれになったときには、資金ショートしてもうアウトやわな、これ。 

それも、我々ようわかっとるわけや。向こうもようわかっとるわけや。そう

やで、そこのとこをやっぱり折り合いを付けて、伊勢敬さんは建物建てるだけ

やで、そうやけれども、建物が建たんだら、カトープレジャーも借りられへん

のやで。そういうことやろう。金は伊勢敬なんやで。カトープレジャーがそれ

を借りるということなんやで。カトープレジャーが運営するもんで、これ伊勢

敬に言うておってもあかんのやけれども、カトープレジャーの運営に対して、
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何とかそういうことも含んで、やっぱり話を聞いてもらわないかんなというこ

とはきつく言っておかんと、委員会としても言わんと、今、委員長も言われた

とおり、すべてできて伊勢が全部投入していって、ありがたいなと言ってにこ

にこしておったら、金はみんな、向こうのほうに行ってしまったというのでは、

もうこれ何ともならんと思います。 

 やっぱり、委員長、きつく、附帯意見ではないけれども、重々伊勢の地元と

話をしてということはきつく言っておかないかんと思うよ。 

 

◎広委員長 

 確かに、山本委員のおっしゃることも、十分、私もわかります。 

 ただ、もしこれができなかったら、ゼロに何をかけてもゼロやと。やはり、

できることによって、何らかの経済効果は確かに伊勢にあると私は思うんです

よ。ただ、もう大手を振って全部ＯＫというのではなくって、今、言われまし

たように、そういったことちょっと意見を言わさせてもらうというのは、大事

なのかなというふうに思っております。 

 他に。 

 

○世古口委員 

 皆さん、いろいろ意見を言われておりますように、私も意見としては、やは

りとにかくあそこを今の状態から開発に向けて一歩踏み出す、これが大事では

ないかなと思います。 

 そのことによって、周辺の波及効果がかなり出てくると思います。そうした

ことで、行政に対しては、しっかりとサポートをしながら事業を進めていただ

きたいなとわたしは意見を持っております。 

 そうした中で、やはり皆さん言われておりますように、いろいろ附帯的なこ

とはあると思いますが、やはりこの場でも山本委員からカトーグループに対し

て、いろいろ厳しい質問されておったんで、そこらについては、向こうも十分

踏まえておると思いますが、そういったことについても、今後、行政のほうか

ら、地元を見捨ててはだめだというようなことを言ってほしいですな。そのよ

うに思います。とにかく進めやんことには、このままストップしておっても、

ＮＯにもならん話やもんでさ。 

 

○山本委員 

 産業建設委員会としての委員長談話みたいな形でびっしりしたあれを向こう

のほうへ投げかけておかないかんと思うよ。絶対に。 

 

◎広委員長 

 ありがとうございます。 

 いずれにせよ、万能を配して前へ進めということでございます。 

 小山委員。 
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○小山委員 

 言い忘れたのですが、補助金の問題ですね、追加の 6,800 万。追加、追加と

いう表現されておりますけれども、もし、これが事業費が減額にならなかった

ら、予定どおり２億 2,800 万であってですね、何も新たに追加しておるわけで

はなくって、事業費が下がったから、本来の補助金で言うたら１億 6,000 万に

なるけれども、従前と同じ２億 2,800 万にしたいということで追加ではないと

いう認識で私はおりますので、これは仕方がないのかなと。 

 

◎広委員長 

 他によろしいですか。 

  

◎広委員長 

 他に発言もないようでございますので、自由討議は終わります。 

 以上で、御審査いただきます案件は終わりましたので、産業建設委員会を閉

会いたします。 

 

 

閉会  午前 10 時 55 分 
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